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京
都
大
皐
名
誉
救
授
佐
藤
長
先
生
は
、
二

0
0

八
年
一
月
六
日
京
都
に
て
九
三
歳
で
永
眠
さ
れ
た
。

研
究
者
と
し
て
、
教
育
者
と
し
て
、
そ
し
て
な
に

よ
り
も
人
と
し
て
、
(
貫
に
隼
敬
に
値
す
る
立
添
な

生
涯
を
全
う
さ
れ
た
。
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』

(
上
・
下
)
(
一
九
五
八
|
五
九
年
)
、
「
チ
ベ
ッ
ト

歴
史
地
理
研
究
』
(
一
九
七
八
年
)
、
『
中
世
チ
ベ
ァ

ト
史
研
究
』
(
一
九
八
六
年
)
、
「
新
奮
雨
唐
書
吐
蕃

惇
誇
注
」
(
平
凡
枇
『
東
洋
文
庫
』
『
騎
馬
民
族

史
』
第
三
巻
所
枚
、
一
九
七
三
年
)
を
代
表
と
す

る
幾
多
の
著
書
・
論
文
は
、
チ
ベ
ッ
ト
研
究
に
と

っ
て
不
朽
の
債
値
が
あ
る
。
賓
は
『
古
代
チ
ベ
ッ

ト
史
研
究
』
は
、
ド
ハ

l
ヴ
イ
ツ
ツ
に
よ
る
英
語

諜
が
あ
る
が
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
世
界

の
チ
ベ
ッ
ト
皐
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
惜
し
ま
れ
る
。

私
が
初
め
て
佐
藤
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
の

は
一
九
六
八
年
で
、
大
谷
大
準
三
年
生
で
チ
ベ
ッ
ト

仰
救
史
を
専
攻
し
て
い
た
私
は
、
「
十
u
代
チ
ベ
ッ
ト

史
研
究
』
を
と
に
か
く
讃
み
終
え
、
中
園
語
・
チ

ベ
ッ
ト
語
資
料
の
博
引
穿
詮
ぶ
り
に
、
検
詮
・
論

述
の
絞
密
さ
に
驚
嘆
し
た
。
し
か
し
、
先
生
が

「
今
は
散
、
逸
し
て
惇
わ
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
あ
る
資
料
が
、
賓
は
敦
P

短
か
ら
山
士
し
、
大

正
蔵
経
の
第
八
五
巻
古
海
一
部
に
所
牧
さ
れ
て
い
る

完
本
で
は
な
い
か
と
思
い
嘗
た
っ
た
。
そ
の
旨
を
、

ち
ょ
う

思
師
稲
葉
正
就
先
生
に
話
す
と
、
「
長
さ
ん
に
直

接
言
っ
た
ら
い
い
」
と
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
ら

れ
た
。
そ
こ
で
約
束
も
取
ら
ず
に
京
都
大
皐
に
赴

き
、
先
生
が
講
義
後
研
究
室
に
戻
っ
て
お
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
扉
を
叩
い
た
。
す
る

と
中
か
ら
、
「
名
を
名
乗
れ
!
」
と
い
う
大
き
な
撃

が
返
っ
て
き
た
の
で
、
わ
た
し
は
足
が
す
く
む
思
い

が
し
た
。
意
を
決
し
て
中
に
入
り
、
来
訪
の
旨
を

手
短
か
に
述
べ
た
。
そ
の
問
、
先
生
は
一
言
も
愛
せ

ら
れ
ず
、
わ
た
し
が
大
正
寂
経
所
牧
テ
ク
ス
ト
の

篤
し
を
差
し
出
す
と
、
し
ば
ら
く
譲
み
入
っ
た
あ

と
、
「
よ
く
見
つ
け
た
。
蹄
っ
て
よ
し
」
と
今
言
だ

け
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
れ
が
、
初
封
面
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
ま
だ
現
役
で
あ
ら
れ
た
一
九
七

0
年
代

に
お
目
に
か
か
っ
た
時
に
は
、
一
九
五
九
年
以
後

イ
ン
ド
に
亡
命
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
に
よ
る
大
洪
水

の
よ
う
な
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
出
版
を
前
に
、
チ
ベ

ァ
ト
研
究
は
ま
っ
た
く
新
し
い
局
面
に
入
っ
て
い
た
。

そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
先
生
は
「
こ
れ
か
ら
の
チ

ベ
ッ
ト
撃
は
こ
の
膨
大
な
文
献
を
讃
み
蓋
く
す
必

要
が
あ
り
、
わ
た
し
の
よ
う
な
研
究
者
の
時
代
は

終
わ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
向
身
の
置
か
れ
た
歴

史
的
拡
況
を
正
し
く
把
握
し
た
上
で
、
息
子
問
の
あ

る
べ
き
形
、
方
法
論
を
謙
虚
に
追
求
さ
れ
て
い
た
。

ペ
タ
ン
チ
ッ
ク

退
官
後
に
は
「
私
は
、
街
撃
的
と
受
け
と
ら
れ

る
の
が
嫌
だ
っ
た
か
ら
、
後
世
一
に
あ
ま
り
強
く
言
わ

な
か
っ
た
が
、
中
園
の
歴
史
を
本
首
に
現
解
す
る
の

に
は
、
中
国
語
資
料
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
チ
ベ

ッ
ト
語
、
蒙
古
語
、
満
洲
語
文
献
も
駆
使
す
る
必

要
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
私
の
業
績
は
、
そ
の
上
に

成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
逮
べ
ら
れ
た
が
、
そ

れ
は
懐
古
的
な
自
負
で
あ
る
と
同
時
に
、
専
門
化
す

る
反
面
、
や
や
も
す
る
と
総
括
的
、
鳥
廠
的
視
野
を

失
う
傾
向
に
あ
る
中
国
研
究
へ
の
警
鐘
で
も
あ
っ
た
。

私
は
先
生
の
最
晩
年
数
年
は
、
年
に
一
、
二
回

ご
自
宅
、
あ
る
い
は
介
護
施
設
に
赴
き
、
一
時
間

程
先
生
と
話
す
の
が
山
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
三
、
四

十
年
前
に
執
筆
さ
れ
た
論
文
の
中
で
の
細
部
に
関

す
る
質
問
に
も
、
町
出
に
答
え
ら
れ
る
記
憶
の
正

確
さ
は
、
た
だ
た
だ
驚
異
的
と
一
一
百
う
外
な
か
っ
た
。

二
0
0七
年
秋
に
伏
見
の
施
設
で
お
目
に
か
か
っ

た
の
が
最
後
と
な
っ
た
が
、
そ
の
批
判
精
神
、

ユ
ー
モ
ア
、
爽
快
さ
は
生
涯
愛
わ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
希
有
な
人
で
あ
る
。
そ
の
皐
恩
に
深
く
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
柄
を
懐
か
し
く
思
い

出

し

て

い

る

。

(

今

枝

由

郎

)
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